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講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．授業計画を一部変更することがある．を一部変更することがある．一部変更することがある．することがある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

神戸市立工業高等に応じて，授業計画を一部変更することがある．専門学校 2026年度シラバスシラバス

ナノ材料工学 材料工学 (Nanomaterials Engineering)

機械システム工学専攻・システム工学専攻・工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．】

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本授業で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．ナノ材料工学 メートルスケールの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設し，授業計画を一部変更することがある．機械システム工学専攻・工学分野におけるナノ材料の設に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．おけるナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設設
計・製造・評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．学ぶ．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．特に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構マイクロ・ナノ材料工学 サイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．成形性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設・焼結挙動の変化，微小構の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設変化，授業計画を一部変更することがある．微小構
造体の作製，ならびにカーボンナノファイバー・セルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの創製と物性評価をの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設作製，授業計画を一部変更することがある．ならびに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．カーボンナノ材料工学 ファイバー・セルロースナノ材料工学 ファイバー等に応じて，授業計画を一部変更することがある．を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価をナノ材料工学 コンポジットの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設創製と物性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．
取り上げる．材料科学の基礎（表面・界面，粒子分散，拡散，焼結，複合則）と，実際の製造プロセス・評価技術を関連付けてり上げる．材料科学の基礎（表面・界面，粒子分散，拡散，焼結，複合則）と，実際の製造プロセス・評価技術を関連付けて上げる．材料科学の基礎（表面・界面，粒子分散，拡散，焼結，複合則）と，実際の製造プロセス・評価技術を関連付けてげる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．材料科学の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構表面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設，授業計画を一部変更することがある．粒子分散，授業計画を一部変更することがある．拡散，授業計画を一部変更することがある．焼結，授業計画を一部変更することがある．複合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．則）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構と，授業計画を一部変更することがある．実際の製造プロセス・評価技術を関連付けての構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設製造プロセス・評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構技術を関連付けてを一部変更することがある．関連付けてけて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．
学習する．する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

【A2】ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基本概念（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構サイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構効果，授業計画を一部変更することがある．比表面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設積，授業計画を一部変更することがある．界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設効果，授業計画を一部変更することがある．分散・凝集）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構
を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設し，授業計画を一部変更することがある．機械システム工学専攻・材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設変化との構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設関係を説明できる．を一部変更することがある．説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

サイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構効果・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設効果・分散/凝集を一部変更することがある．正しく説明でき，材料特性との関連を具しく説明でき，材料特性との関連を具説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．き，授業計画を一部変更することがある．材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設との構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設関連を一部変更することがある．具
体の作製，ならびにカーボンナノファイバー・セルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの創製と物性評価を例で論理的に示せるか，定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．論理的に示せるか，定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．示せるか，定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評せるか，授業計画を一部変更することがある．定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評およびレポート，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．評
価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

【A4-AM1】マイクロ・ナノ材料工学 サイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価を成形・焼結プロセス（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構成
形，授業計画を一部変更することがある．脱脂，授業計画を一部変更することがある．焼結）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構および微小構造体の作製，ならびにカーボンナノファイバー・セルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの創製と物性評価を作製プロセスの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．点を理解できる．を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

マイクロ・ナノ材料工学 サイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価を成形・焼結プロセス（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構成形，授業計画を一部変更することがある．脱脂，授業計画を一部変更することがある．焼結）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構
および微小構造体の作製，ならびにカーボンナノファイバー・セルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの創製と物性評価を作製プロセスを一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．いるか，授業計画を一部変更することがある．定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評およびレポート
，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

【A4-AM1】カーボンナノ材料工学 ファイバー，授業計画を一部変更することがある．セルロースナノ材料工学 ファイバー等に応じて，授業計画を一部変更することがある．を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価を
ナノ材料工学 コンポジットに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．材料設計（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構分散，授業計画を一部変更することがある．界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設，授業計画を一部変更することがある．配合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構と物性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構機械システム工学専攻・
特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設，授業計画を一部変更することがある．熱特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設，授業計画を一部変更することがある．電気特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設等に応じて，授業計画を一部変更することがある．）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

ナノ材料工学 コンポジットの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設材料設計と物性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．いるか，授業計画を一部変更することがある．定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評
およびレポート，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

【A4-AM4】ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構・測定手法について理解できる．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある． ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構・測定手法について理解できる．を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．いるか，授業計画を一部変更することがある．定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評およびレポート，授業計画を一部変更することがある．プレ
ゼンテーションで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

成績は，試験は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．試験およびレポート，プレゼンテーションで評70%　レポート15%　プレゼンテーション15%　として輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

カーボンナノ材料工学 チューブの基礎の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構(斎藤 弥八，授業計画を一部変更することがある．坂東 俊治，授業計画を一部変更することがある．コロナ社)など多数多数

材料工学(3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（ナノ材料工学）ナノ材料工学）材料工学）

テーマ 内容（ナノ材料工学）目標・準備など）など）

1 ガイダンスおよびナノ材料工学 材料工学とは必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

2 サイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構効果・比表面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設積・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設等に応じて，授業計画を一部変更することがある．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．着目し，微細化に伴う材料特性変化の基本原理を説明できる．し，授業計画を一部変更することがある．微細化に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設変化の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基本原理を一部変更することがある．説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

3 分散・凝集・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設制御について着目し，分散・凝集・界面制御の重要性を説明できる．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．着目し，微細化に伴う材料特性変化の基本原理を説明できる．し，授業計画を一部変更することがある．分散・凝集・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設制御について着目し，分散・凝集・界面制御の重要性を説明できる．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設重要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設を一部変更することがある．説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

4 粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構 粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設と評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構手法について理解できる．を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設し，授業計画を一部変更することがある．主要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．なプロセスとの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設関係を説明できる．を一部変更することがある．説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

5 マイクロ・ナノ材料工学 粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価を微小構造体の作製，ならびにカーボンナノファイバー・セルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの創製と物性評価をの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設製造法について理解できる． マイクロ・ナノ材料工学 粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価を成形プロセスに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．解し，機械工学分野におけるナノ材料の設説し，授業計画を一部変更することがある．その構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設特徴を理解できる．を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

6 脱脂・焼結の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構と欠陥形成 マイクロ・ナノ材料工学 粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価を成形プロセスに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．おいて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．脱脂・焼結の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構と欠陥形成に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

7 これまで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．内容について総括し，プレゼンテーションを行う．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．総括し，プレゼンテーションを行う．し，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションを一部変更することがある．行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

8 これまで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．内容について総括し，プレゼンテーションを行う．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．総括し，プレゼンテーションを行う．し，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションを一部変更することがある．行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

9 ナノ材料工学 コンポジットの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構 カーボンナノ材料工学 チューブの基礎やセルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの概要について理解できる．セルロースナノ材料工学 ファイバー等に応じて，授業計画を一部変更することがある．を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価をいたナノコンポジットの創製と物性評価をナノ材料工学 コンポジットの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設概要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

10 カーボンナノ材料工学 チューブの基礎系ナノコンポジットナノ材料工学 コンポジット カーボンナノ材料工学 チューブの基礎添加系ナノコンポジットに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．おける設計因子と物性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設発現メカニズムを説明できる．メカニズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構ム工学専攻・を一部変更することがある．説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

11 セルロースナノ材料工学 ファイバー系ナノコンポジットナノ材料工学 コンポジット バイオ由来ナノ材料の可能性と設計手法について理解できる．由来ナノ材料の可能性と設計手法について理解できる．ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設可能性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設と設計手法について理解できる．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

12 ナノ材料工学 材料・ナノ材料工学 コンポジットの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構法について理解できる． 目し，微細化に伴う材料特性変化の基本原理を説明できる．的に示せるか，定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．じたナノコンポジットの創製と物性評価を評価の基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構法について理解できる．を一部変更することがある．選択で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

13 ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．用いたナノコンポジットの創製と物性評価を展開と課題と課題 ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設実装・量産・安全性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

14 これまで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．内容について総括し，プレゼンテーションを行う．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．総括し，プレゼンテーションを行う．し，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションを一部変更することがある．行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

15 これまで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．内容について総括し，プレゼンテーションを行う．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．総括し，プレゼンテーションを行う．し，授業計画を一部変更することがある．プレゼンテーションを一部変更することがある．行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．
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ナノ材料工学 材料工学の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設位置づけと機械工学との接点について解説し，ナノ材料工学の学習目的を理解し，機械システム工学との関連をづけと機械システム工学専攻・工学との構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設接点を理解できる．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ついて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．解し，機械工学分野におけるナノ材料の設説し，授業計画を一部変更することがある．ナノ材料工学 材料工学の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設学習する．目し，微細化に伴う材料特性変化の基本原理を説明できる．的に示せるか，定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評を一部変更することがある．理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設し，授業計画を一部変更することがある．機械システム工学専攻・システム工学専攻・工学との構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設関連を一部変更することがある．
説明できる．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．きる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．

ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構1

ナノ材料工学 材料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設基礎を学ぶ．特に，金属粉末の微細化（マイクロ・ナノサイズ化）に伴う成形性・焼結挙動の変化，微小構2

総合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．演習する．1

総合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．演習する．2

総合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．演習する．3

総合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．演習する．4

備など）
考

後期定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評を一部変更することがある．実施する．する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．
本科目し，微細化に伴う材料特性変化の基本原理を説明できる．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設修得には，に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．30 時間の授業の受講と の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設授業の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設受講と 60 時間の授業の受講と の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設事前・事後自己学習する．が必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．後期定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評を一部変更することがある．実施する．する．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．本科目し，微細化に伴う材料特性変化の基本原理を説明できる．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設修得には，に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．，授業計画を一部変更することがある．30時間の授業の受講と の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設授業の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設受講と60時間の授業の受講と の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設事前
・事後の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設自己学習する．が必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．ある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．【事前学習する．】講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．文献・資料を一部変更することがある．読んでくることが求められる．履修者によるプレゼンテーションの準備にはんで行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．く説明でき，材料特性との関連を具ることが求められる．履修者によるプレゼンテーションの準備にはめられる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．履修者によるプレゼンテーションの準備にはに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．よるプレゼンテーションの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設準備にはに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．5時間の授業の受講と 程度シラバスの構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設時間の授業の受講と が必
要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．となる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．文献・資料の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設事前提示せるか，定期試験およびレポート，プレゼンテーションで評は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．授業時やセルロースナノファイバー等を用いたナノコンポジットの概要について理解できる．Classroom等に応じて，授業計画を一部変更することがある．を一部変更することがある．通じて行う．【事後学習】講義内容を振り返り，次回のディスカッションに反映させる．じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．【事後学習する．】講義は必要に応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．内容について総括し，プレゼンテーションを行う．を一部変更することがある．振り返り，次回のディスカッションに反映させる．り上げる．材料科学の基礎（表面・界面，粒子分散，拡散，焼結，複合則）と，実際の製造プロセス・評価技術を関連付けて返り，次回のディスカッションに反映させる．り上げる．材料科学の基礎（表面・界面，粒子分散，拡散，焼結，複合則）と，実際の製造プロセス・評価技術を関連付けて，授業計画を一部変更することがある．次回のディスカッションに反映させる．の構造・界面が材料特性に与える影響を理解し，機械工学分野におけるナノ材料の設ディスカッションに応じて輪講形式で行う場合がある．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．反映させる．させる．受講人数等に応じて，授業計画を一部変更することがある．
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